
※ 平成30年度  自己評価報告書（平成30年4月1日～平成31年3月31日）による

自己評価 学校関係者委員会評価

4：優れている 4：優れている
3：適切である 3：適切である
2：やや不適切 2：やや不適切
1：改善が必要 1：改善が必要

1－1　理念・目的・育成人材像
①教育理念・目的・育成人材像は、定められているか
②育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合してい
るか
③教育理念等の達成に向け特色ある教育活動に取り組んでいるか
④社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか

4

グループ設立当初より教育理念「隣人愛」を掲
げ、平成5年(1993年)のIGL健康福祉専門学校設立
以来、校訓として「自信と謙遜」を掲げている。
学校教育を通じて、普遍的に生きる知恵を身に付
けることを職業教育の目標としている。教育理念
や目的は学則等に明記し、育成人材像は入学案内
に明瞭に記載している。

教育理念･校訓に基づく、深い人間愛に立脚した
医療･福祉のスペシャリスト養成に向け、性質の
異なる6つの学科ならびにグループ内の各施設と
の連携を図り、他校にはない独自の実践的かつ総
合的な教育をきめ細かく行っていく。

4

学校法人本部が策定した「中
長期基本計画(平成30年度～令
和4年度)」によって、年度ご
との事業計画を立て、その実
現を目指すことになり、学校
全体ならびに各学科における
新たな取り組みの創出に期待
したい。

2－2   運営方針
①教育理念等に沿った運営方針を定めているか

4
教育理念に沿った教育目標を定め、事業計画と併
せ、全教職員に周知･徹底し、学校運営に携わる
環境づくりを行っている。

収支実態と連動した学校経営計画が明示され、
中･長期的な視野に基づいた経営に向けた取り組
みを進めていく。

4
中長期基本計画の推移を見守
りたい。

2－3   事業計画
①教育理念等を達成するための事業計画を定めているか

4
中長期基本計画実現に向け、各学科がその土台と
なるアクションプランを固め、具現化しつつあ
る。

各学科の収支目標が明確になり、達成に向けた具
体的な行動計画を立案･実行していく。

4
全教職員が経営の現状を把握
し、より一層の活性化に向け
て努力して欲しい。

2－4   運営組織
①設置法人は組織運営を適切に行っているか
②学校運営のための組織を整備しているか

3
本部組織、校務運営組織というハード面について
は整備されている。

中長期基本計画にて、経営分析と将来展望が明示
された。主な内容として、「業務有効性」「事業
コンプライアンス」「財務信用性」「正当な資産
保全」があり、教育活動、組織運営、財務の健全
性、そして、学校永続の実現に向けた取り組みを
進める。

3
校務運営組織に新設された本
部経営企画室が機能を発揮す
ることに期待する。

2－5　人事・給与制度
①人事・給与に関する制度を整備しているか

2 人事･給与に関する制度を整えつつある。
公平性を保った勤務評価と給与･人事を連動させ
た人事制度･就業規則を整備し、平成30年度から
運用を始めた。

3
中長期基本計画に付随して導
入された人事制度･就業規則の
適切な運用を期待する。

2－6　意思決定システム
①意思決定システムを整備しているか

3
校務運営組織、各種委員会規定に則り、適切な運
営を行っている。

諸規定の再整備、権限の明確化を進め、第三者評
価に耐えうる学校運営に取り組んでいく。

3
意思決定プロセス･権限を明瞭
にし、周知する必要がある。

2－7　情報システム
①情報システム化に取り組み、業務の効率化を図っているか

3
インフラを整備し、重要データの一元管理を行っ
ている。学生管理システムで業務の効率化を図っ
ている。

さらなる業務の効率化を目指し、費用対効果を鑑
みながら、今後もより効果的なインフラ整備を模
索していく。

3 特に問題ないと思われる。

3－8　目標の設定
①教育理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか
②学科ごとに修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか

4
教育理念･校訓に沿った教育課程の編成方針、実
施方針を定め、学科ごとの修業年限に応じた教育
到達レベルを明示している。

内部･外部に向けて、さらにわかりやすい内容、
周知方法を今後も模索していく。

4 特に問題ないと思われる。

3－9　教育方法・評価等
①教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか
②教育課程について、外部の意見を反映しているか
③キャリア教育を実施しているか
④授業評価を実施しているか

3
厚生労働省指定基準ならびに日本語教育振興協会
等の教育課程に基づいた授業運営が行われてお
り、枠組みは安定している。

医療･福祉系4学科については、業界等外部の意見
を反映し、教育効果を高めるため、さらなる創意
工夫を重ねていく。

4

各種業界･団体からの意見、提
言に対する柔軟な対応ならび
により専門的な教育の展開に
期待したい。

3－10　成績評価・単位認定等
①成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか
②作品及び技術等の発表における成果を把握しているか

3

学生便覧に定期試験の受験資格･成績評価方法等
を明記し、基準に従い、適切な成績評価を行って
いる。外部での研究発表等については、引き続き
積極的な参加を促していく。

学会等、外部での研究発表の活性化に向けて、関
係機関との連携強化及び学生のプレゼンテーショ
ンスキルアップに努める必要がある。

3
学生のプレゼンスキル向上に
向けた全学的な取り組みに期
待する。

3－11　資格・免許取得の指導体制
①目標とする資格・免許は、教育課程上で明確に位置づけているか
②資格・免許取得の指導体制はあるか

4

国家資格取得、日本語能力検定合格を目指す学校
であるため、教育課程上の位置づけは明確であ
る。模擬試験等によって、学力を定期的にチェッ
クし、個別対応を行っている。

模擬試験の定期受験、補講強化、個別対応など、
各学科ともに指導体制を整えつつある。

4

教員個々が指導力の向上を図
ることができる研修会･勉強会
などへの積極的参加が可能と
なる環境整備が必要である。

3－12　教員・教員組織
①資格・要件を備えた教員を確保しているか
②教員の資質向上への取り組みを行っているか
③教員の組織体制を整備しているか

4
厚生労働省指定国家資格取得者養成施設、日本語
教育振興協会指定校であり、資格･要件を満たし
ている。

中長期基本計画に基づき、教員資質向上、組織体
制整備に向け、全学的な取り組みを展開してい
く。

4

業界主催の学会･研修会や勉強
会などへの積極的参加が可能
となる環境整備が必要であ
る。
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4－13　就職率
①就職率の向上が図られているか

3
極めて良好な就職環境が近年続いているが、職業
意識、就業意欲のさらなる向上を目指した取り組
みを積極的に推進している。

キャリア教育導入により、社会人基礎力の養成に
も注力している。就職活動状況をクラス担任だけ
でなく、学科全体や就職委員会でも把握するシス
テムの構築を目指す。

4
希望者の就職率は100％を達
成。就職後のフォローに組織
的に取り組んで欲しい。

4－14　資格・免許の取得率
①資格・免許取得率の向上が図られているか

3

職業教育を行う学校として、学生全員の国家資格
取得、検定合格が使命であり、存在価値であるこ
とを念頭に置き、目標達成のための取り組みを全
学的に行っている。

模擬試験の定期受験、補講強化、個別対応など、
各学科ともに指導体制を整えつつある。

3

資格試験合格率は全学科、全
国平均を大きく上回る。今後
も学生全員の目標達成のため
に、教職員一丸となって取り
組んで欲しい。

4－15　卒業生の社会的評価
①卒業生の社会的評価を把握しているか

3

関係団体との連携強化により、最新の業界事情の
把握に努める。また、同窓会との綿密な連携によ
り、卒業生の活躍実態を把握し、資格･職業に対
する誇りを高め、在校生の学習意欲向上を図る。

学生管理システムの有効活用を行い、卒業後の進
路情報管理の一元化を進めていく。

3

卒業生の活躍に関する情報を
定期的に収集し、在校生の学
習意欲向上や学生募集に活用
して欲しい。

5－16　就職等進路
①就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか

3
円滑な就職活動を展開することができる体制を構
築している。

学生個々の希望を最大限に考慮し、適切な就職支
援を行い、ミスマッチの防止にも努めている。

3
卒業生の動向を追跡調査し、
在校生の就職活動に活用して
欲しい。

5－17　中途退学への対応
①退学率の低減が図られているか

3
様々な問題を抱える学生に対し、早期の面談を行
うなど、個々の事情に対応可能な指導体制を整え
ている。

学生と綿密なコミュニケーションを取ることで、
個々の問題を適切に把握し、早期解決を目指す。

3
退学率の低減に向けて、より
一層努力して欲しい。

5－18　学生相談
①学生相談に関する体制を整備しているか
②留学生に対する相談体制を整備しているか

3
日本人学生、留学生ともに、様々な問題に対応可
能な支援体制を整えつつある。

平成30年度から学生部と留学生係が刷新され、よ
りきめ細かい日常生活支援が可能になった。

3
刷新された学生部と留学生係
の機能に期待する。

5－19　学生生活
①学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか
②学生の健康管理を行う体制を整備しているか
③学生寮の設置などの生活環境支援体制を整備しているか
④課外活動に対する支援体制を整備しているか

3
全員が実りある学生生活を送ることができるよ
う、様々な問題に迅速かつ柔軟に対応できる支援
体制を整えつつある。

平成30年度から学生部と留学生係が刷新され、よ
りきめ細かい日常生活支援が可能になった。

3
刷新された学生部と留学生係
の機能に期待する。

5－20　保護者との連携
①保護者との連携体制を構築しているか

3
必要に応じて、保護者との面談等を行っている。
医療･福祉系4学科は毎年保護者会を開催し、綿密
な連携体制の構築に努めている。

入学から卒業まで、保護者･保証人との綿密な連
携体制の維持･強化を引き続き推進していく。

3
近年の学生気質を鑑みると、
保護者との綿密な連携は不可
欠である。

5－21　卒業生・社会人
①卒業生への支援体制を整備しているか
②産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取り組ん
でいるか
③社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか

3
同窓会の支援を得られることは本校の強みであ
り、卒業生や社会人との連携を継続し、生涯教育
の機能を発揮できるようにしている。

卒業生や社会人に対する再教育の機会を増やすた
めにも、各種業界や団体等との連携を強化してい
く必要がある。

3

卒業生や社会人のリアルな声
を収集し、教育への反映や校
内における新たな取り組みの
創出に期待する。

6－22　施設・設備等
①教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備して
いるか

3
学生が卒業後、即戦力として現場で活動するた
め、業界ニーズに即応した教育機器、備品等の常
備は必要不可欠である。

教育上必要な機器･備品等は順次揃えているが、
それを適切に管理、活用する体制ならびに段階的
かつ適切な予算計画が必要である。

3
常に最先端の職業教育を行う
ことが可能な環境維持に努め
て欲しい。

6－23　学外実習・インターンシップ等
①学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備してい
るか

3

医療･福祉系4学科は、法定基準に則った学外実習
を行っている。教育効果を上げるため、学科ごと
に実習施設との事前の連携体制の構築を図ること
が重要である。

18歳人口減少にともなう学生数減少や経済事情に
より、海外研修の実施が難しくなってきており、
実施方法等の再検討を行う。

4

卒業後のイメージづくりや見
聞を広げるためにも学外での
活動は大変意義深く、有益で
あるため、積極的に行って欲
しい。

6－24　防災・安全管理
①防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか
②学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか

3

平成30年度においても安佐南消防署立ち会いのも
とに防災訓練を実施し、全学的な防災意識の向上
に努めた。また、留学生に対し「自転車安全運転
講習会」を実施している。

学生の安全確保を最優先事項とし、校内における
安全管理体制の整備ならびに適切な運用に注力し
たい。

3

日本人学生はもとより、著し
い増加をみせる留学生の防災
意識を高める取り組みを行
い、学外における学生の安全
管理にも努めて欲しい。

7－25　学生募集活動
①高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取り組んでいるか
②学生募集活動を適切かつ効果的に行っているか

3

広報部員や教員がガイダンスや高等学校に留まら
ず、多方面に向けて本校の魅力や国家資格の有益
性など、幅広い情報発信･提供を適時に行ってい
る。

本校の教育力、充実した学習環境や卒業生の活躍
等を幅広く効果的にPRし、定員充足を念頭に置い
た学生募集活動を精力的に展開していく。

3

少子化や業界全体の問題もあ
り、容易ではないが、アイデ
アを出し合い、工夫を重ねた
活動が展開されることを期待
する。

7－26　入学選考
①入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか
②入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか

3

教務･入学試験委員会で承認を受けた基準につい
て、公開可能なものは学生募集要項に明示し、適
切に運用している。また、入学選考時のデータを
学科内で共有し、卒業までの学習を円滑に進めて
いる。

入学選考時や入学前サポートプログラムのデータ
を有効活用し、授業改善など入学後の指導に継続
的に反映させ、きめ細かい学習支援を行ってい
く。

3

定員充足が最優先事項ではあ
るが、一定水準以上の学力を
有する学生の獲得にも注力し
て欲しい。
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7－27　学納金
①経費内容に対応し、学納金を算定しているか
②入学辞退者に対し、授業料等について適正な取り扱いを行っている
か

3

学納金は原価や社会情勢をもとに適正に算定し、
理事会の承認を経て決定している。入学辞退の手
続きについては学生募集要項に明示し、辞退者に
不利益が生じることがないよう、最大限の配慮を
行っている。

授業料は年間2回分割納入方法を採用し、延納･分
納の徴収猶予制度を設け、個々の状況を最大限に
考慮した対応を行っている。

4 特に問題ないと思われる。

8－28　財務基盤
①学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか
②学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に関する財務分析を行っ
ているか

2

各学科の定員を充足させることを第一目標とし、
財務基盤の安定を目指す努力をしている。中長期
的な財務運営･管理を行うために、法人本部と学
校が連携して方針を決定する必要がある。

学科･部門ごとの財務状況分析が行われ、情報共
有が進み始めた。教職員が財務状況を正確に把握
し、経営改善に向けた意識変革ならびに土台作り
を行っていく。

3

医療･福祉系4学科は定員割れ
の状態が続いているが経営は
維持しており、IGLグループや
関係業界･団体などの協力も得
ながら、定員に見合う入学者
数の確保に向けて尽力して欲
しい。

8－29　予算・収支計画
①教育目標と整合した単年度予算・収支計画を策定しているか
②予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか

2
教育目標との整合性、財務状況を鑑み、「学生
ファースト」を念頭に置いた予算計画を策定する
ことが必要である。

中長期的な視点に基づいた財務運営･管理を行う
ために、法人本部と学校が連携して綿密な予算･
収支計画を立案し、適正に執行していく。

3

「中長期基本計画」に基づい
た予算･収支計画が適正に管
理、執行されることに期待す
る。

8－30　監査
①私立学校法及び寄附行為に基づき、適切に監査を実施しているか

4

会計監査については法人本部の所管で公認会計士
による外部監査、監事による内部監査を適正に実
施しており、指摘事項については即座に適切な是
正措置を講じている。

外部･内部監査ともに適正に実施されており、指
摘事項が発生した場合、適切な是正措置を早急に
講じている。

4 特に問題ないと思われる。

8－31　財務情報の公開
①私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用してい
るか

3
法人本部の所管のもと、私立学校法に基づいた財
務情報を公開している。

文部科学省ガイドライン及び職業実践専門課程の
申請にともない、財務に係る情報をHPに公開して
いる。

4 特に問題ないと思われる。

9－32　関係法令、設置基準等の遵守
①法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っている
か

4

専門学校教育に関わる各種法令及び専修学校設置
基準等を遵守し、適切な運営を行っている。新入
生には「学生便覧」を配布し、学修に関する諸手
続、学生生活に係る規則を遵守するよう周知･徹
底している。

各種ハラスメント対応マニュアルを作成し、適切
に運用している。

4

多様化するハラスメント問題
に対応するため、教職員向け
の研修会等の実施を検討して
欲しい。

9－33　個人情報保護
①学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか

3
個人情報については、その重要性を充分に認識
し、学校法人だけでなく、グループ全体の取り組
みとして各種情報の保護を図っている。

校内の個人情報が厳格に保護されているか、定期
的に点検を行う体制の構築を目指す。

3
今後もさらなるセキュリ
ティー強化に努めて欲しい。

9－34　学校評価
①自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか
②自己評価結果を公表しているか
③学校関係者評価の実施体制を整備し、評価を行っているか
④学校関係者評価結果を公表しているか

3

学校関係者評価委員会を年2回開催し、評価報告
書を公表している。また、私立専門学校等評価研
究機構の評価基準に基づいた点検･評価を実施し
ている。

自己評価ならびに学校関係者評価については、実
施体制を整備し、適切に外部公開を行っている。

4 特に問題ないと思われる。

9－35　教育情報の公開
①教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか

4
文部科学省ガイドライン及び職業実践専門課程に
おいて求められている全ての項目の情報公開を
行っている。

内部･外部に向けて、さらにわかりやすい内容や
周知方法を今後も模索していく。

4 特に問題ないと思われる。

10－36　社会貢献・地域貢献
①学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
②国際交流に取り組んでいるか

4

地域自治会や関係業界･団体への学校施設開放や
備品活用の機会を提供している。留学生と日本人
学生が日常的に交流し、互いの文化や考え方など
を尊重しながら、多様性や受容性を養っている。

職業教育を行う専門学校として、地域社会の一員
として、関係業界や地域･社会に対するより一層
の貢献を果たしていく。

4
業界団体との連携強化や学生
の成長のために、今後も継続
して欲しい。

10－37　ボランティア活動
①学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っている
か

3
医療･福祉系専門学校の専門性と強みを発揮する
機会として、ボランティア活動への積極的参加を
推奨している。

学校で身につけた専門的知識･技術を現場におい
て発揮し、学生の成長につなげるためにも、今後
も推奨していく。

4

業界団体との連携やスポーツ
大会での救護活動など、学生
の成長のために、今後も積極
的な活動を展開して欲しい。

基
準

社
会
貢
献
･
地
域
貢
献

基
準
7

学
生
の
募
集
と

受
け
入
れ

基
準
8
　
財
務

基
準
9
　
法
令
等
の
遵
守

10


	H30年度完成版 

